
(57)【要約】

　【課題】　ＰＣ部材どうしの接合部からの水漏れを防

止することが可能なＰＣ部材からなる土留め壁を提供す

る。

　【解決手段】　柱状に形成されたＰＣ部材１１の複数

を連設してなる土留め壁１０であって、各ＰＣ部材の両

側面には少なくとも三本の縦溝１６ａ～１８ａがそれぞ

れ形成され、隣接するＰＣ部材の各縦溝どうしが対向す

ることにより複数の接合孔１６～１８が形成され、複数

の接合孔のうちで両側に位置する接合孔１６，１８には

、セメント組成物１９が充填され、中間に位置する接合

孔１７には粉状又は粒状の水膨張性材料２１が充填され

る。ＰＣ部材は、中間に位置する縦溝の表面に複数の凸

部３８が材軸方向に形成されたものを使用することが好

ましい。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柱 状 に 形 成 さ れ た プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 複 数 を 連 設 し て な る 土 留 め 壁 で あ
っ て 、 各 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 両 側 面 に は 少 な く と も 三 本 の 縦 溝 が そ れ ぞ れ
形 成 さ れ 、 隣 接 す る プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 各 縦 溝 ど う し が 対 向 す る こ と に よ
り 複 数 の 接 合 孔 が 形 成 さ れ 、 複 数 の 接 合 孔 の う ち で 両 側 に 位 置 す る 接 合 孔 に は 、 セ メ ン ト
及 び 水 を 含 む 混 合 物 が 充 填 さ れ 、 中 間 に 位 置 す る 接 合 孔 に は 粉 状 又 は 粒 状 の 水 膨 張 性 材 料
が 充 填 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら な る 土 留 め 壁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 は 、 中 間 に 位 置 す る 前 記 縦 溝 の 表 面 に 、 複 数 の 凸
部 又 は 複 数 の 凹 部 が 材 軸 方 向 に 形 成 さ れ た も の で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の プ レ ス ト レ ス ト コ
ン ク リ ー ト 部 材 か ら な る 土 留 め 壁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 中 間 に 位 置 す る 縦 溝 は 、 該 縦 溝 に よ っ て 構 成 さ
れ る 接 合 孔 が ほ ぼ 円 形 断 面 に な る よ う に 形 成 さ れ た も の で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の プ
レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 か ら な る 土 留 め 壁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 （ 以 下 、 Ｐ Ｃ 部 材 と い う こ と も あ る ） か ら
な る 土 留 め 壁 に 関 し 、 さ ら に 詳 細 に は 、 河 川 護 岸 壁 、 道 路 擁 壁 、 調 整 池 、 遊 水 池 、 土 砂 崩
れ や 地 滑 り 防 止 の 擁 壁 、 造 成 地 擁 壁 な ど に 適 用 可 能 な 土 留 め 壁 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 複 数 の Ｐ Ｃ 部 材 を 数 ｍ ｍ 間 隔 で 地 中 に 打 ち 込 ん で 接 合 す る こ と に よ り 擁 壁 を 構 築 す る 工
法 が あ る 。 用 途 は き わ め て 広 く 、 河 川 護 岸 壁 、 道 路 擁 壁 、 調 整 池 、 遊 水 池 、 土 砂 崩 れ や 地
滑 り 防 止 の 擁 壁 、 造 成 地 擁 壁 な ど 、 多 様 な 土 留 め 構 造 物 の 構 築 に 適 用 さ れ る 。
　 こ の 工 法 で は 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 し た よ う な Ｐ Ｃ 部 材 ５ ０ が 使 用 さ れ る 。 Ｐ Ｃ 部 材 ５ ０
は 、 角 形 断 面 の 筒 状 部 ５ １ の 中 央 に 孔 ５ ２ が 形 成 さ れ 、 両 側 面 に 二 本 の 縦 溝 ５ ３ が 形 成 さ
れ た も の で あ る 。 こ の Ｐ Ｃ 部 材 ５ ０ の 複 数 を 隣 接 さ せ て 地 中 に 打 ち 込 ん で 壁 体 を 構 築 し 、
対 向 す る 縦 溝 ５ ３ ど う し で 構 成 さ れ る 各 接 合 孔 ５ ４ か ら 土 砂 を 取 り 除 き 、 こ こ に メ ッ シ ュ
状 袋 （ 図 示 せ ず ） を 挿 入 し 、 メ ッ シ ュ 状 袋 に モ ル タ ル ５ ５ を 充 填 し 、 こ れ が 凝 結 す る こ と
に よ り 土 留 め や 止 水 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 構 成 の 土 留 め 構 造 物 に お い て 、 地 下 水 位 が 高 い 場 合 に は 、 そ の 水 圧 に よ り 縦 溝 の
表 面 と モ ル タ ル と の 隙 間 か ら 漏 水 す る 懸 念 が あ る 。 ま た 地 震 な ど に よ り モ ル タ ル に ひ び 割
れ が 生 じ た 場 合 に も 、 ひ び 割 れ 箇 所 か ら 地 下 水 が 浸 透 し て 水 漏 れ が 発 生 す る と い う 問 題 が
あ る 。 こ の よ う な 水 漏 れ を 防 止 す る た め に 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 止 水 治 具 を 接 合 孔
に 設 け る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 止 水 治 具 は 水 膨 張 ゴ ム を 有 す る も の で あ り 、 接 合 孔
に 地 下 水 が 浸 透 し た 場 合 に は 、 水 膨 張 ゴ ム が 膨 張 し て 接 合 孔 の 表 面 に 密 着 す る こ と に よ り
、 漏 水 を 防 止 し よ う と す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ５ ５ ０ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 建 設 現 場 で Ｐ Ｃ 部 材 を 地 中 に 打 ち 込 ん だ 場 合 に は 、 Ｐ Ｃ 部 材 ど う し の 間
隔 に 多 少 の 施 工 誤 差 が 生 じ る も の で あ り 、 接 合 孔 の 寸 法 も 常 に 同 じ に は 成 り 難 い も の で あ
る 。 こ の よ う に 施 工 誤 差 が 生 じ が ち な 接 合 孔 に 、 定 形 品 で あ る 止 水 治 具 を 設 け た と し て も
、 水 膨 張 ゴ ム を 常 に 接 合 孔 の 表 面 に 密 着 さ せ る こ と は 難 し く 、 こ こ か ら 漏 水 が 発 生 す る 懸
念 は 解 消 で き る も の で は な い 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 Ｐ Ｃ 部 材 ど う し の 接 合 部 か ら の 水 漏 れ
を 防 止 す る こ と が 可 能 な Ｐ Ｃ 部 か ら な る 土 留 め 壁 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ で は 、 柱 状 に 形 成 さ れ た プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 複 数 を 連
設 し て な る 土 留 め 壁 で あ っ て 、 各 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 両 側 面 に は 少 な く と
も 三 本 の 縦 溝 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 隣 接 す る プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 各 縦 溝 ど
う し が 対 向 す る こ と に よ り 複 数 の 接 合 孔 が 形 成 さ れ 、 複 数 の 接 合 孔 の う ち で 両 側 に 位 置 す
る 接 合 孔 に は 、 セ メ ン ト 及 び 水 を 含 む 混 合 物 が 充 填 さ れ 、 中 間 に 位 置 す る 接 合 孔 に は 粉 状
又 は 粒 状 の 水 膨 張 性 材 料 が 充 填 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部
材 か ら な る 土 留 め 壁 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 水 膨 張 性 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 水 分 を 含 ん だ と き に 膨 潤 す る ベ ン ト ナ イ ト で
あ っ て 、 粉 状 又 は 粒 状 に 形 成 さ れ た 乾 燥 状 態 の ベ ン ト ナ イ ト を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ り
、 そ の 粉 体 又 は 顆 粒 の 粒 径 は 、 中 間 の 接 合 孔 に 隙 間 無 く 充 填 す る こ と が 可 能 な 程 度 の 大 き
さ の も の を 使 用 す る 。 ま た 水 膨 張 性 材 料 は 上 記 ベ ン ト ナ イ ト 以 外 に も 、 粉 状 又 は 粒 状 に 形
成 さ れ た 乾 燥 状 態 の 材 料 を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 膨 潤 土 、 膨 張 材 を 含 む セ
メ ン ト 、 粘 土 、 吸 水 性 高 分 子 、 水 膨 張 ゴ ム 等 の 材 料 か ら な る 乾 燥 状 態 の 粉 状 体 又 は 粒 状 体
を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ で は 、 前 記 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 は 、 中 間 に 位 置 す る 前 記
縦 溝 の 表 面 に 、 材 軸 方 向 に 延 び る 複 数 の 凸 部 又 は 複 数 の 凹 部 を 形 成 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ で は 、 前 記 プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 部 材 の 中 間 に 位 置 す る 縦 溝 は
、 該 縦 溝 に よ っ て 構 成 さ れ る 接 合 孔 が ほ ぼ 円 形 断 面 に な る よ う に 形 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 土 留 め 壁 で は 、 隣 り 合 う Ｐ Ｃ 部 材 ど う し の 接 合 面 に 少 な く と も 三 本 の 接 合 孔
が 形 成 さ れ 、 そ の う ち 中 間 の 接 合 孔 に は 水 膨 張 性 材 料 が 充 填 さ れ る 。 し た が っ て 、 両 側 の
接 合 孔 に 充 填 さ れ た セ メ ン ト 及 び 水 を 含 む 混 合 物 （ セ メ ン ト 組 成 物 ） の 固 化 体 に ひ び 割 れ
が 生 じ て も 、 ひ び 割 れ か ら 浸 入 し た 水 を 中 間 の 接 合 孔 の 水 膨 張 性 材 料 が 吸 収 し て 膨 張 し 、
Ｐ Ｃ 部 材 の 接 合 面 の 隙 間 を 塞 ぐ た め 、 水 が 土 留 め 壁 の 乾 燥 側 に 通 過 す る こ と を 防 止 で き る
。 ま た 水 膨 張 性 材 料 と し て は 粉 状 又 は 粒 状 の も の が 使 用 さ れ る た め 、 接 合 孔 に 多 少 の 施 工
誤 差 が 生 じ た と し て も 、 水 膨 張 性 材 料 は 接 合 孔 に 確 実 に 隙 間 無 く 充 填 す る こ と が 可 能 で あ
り 、 建 設 現 場 で あ っ て も 、 信 頼 性 の 高 い 漏 水 防 止 施 工 が 可 能 に な る 。 さ ら に 、 中 間 の 接 合
孔 は 、 両 側 の 接 合 孔 に 充 填 さ れ た セ メ ン ト 組 成 物 に 挟 ま れ て 閉 塞 し た 状 態 と な っ て い る た
め 、 水 膨 張 性 材 料 は 水 を 吸 収 し た と き に 、 両 側 の セ メ ン ト 組 成 物 に 拘 束 さ れ て 接 合 面 の 隙
間 か ら 拡 散 す る こ と な く 、 接 合 孔 の 隙 間 を 確 実 に 塞 ぐ よ う に 膨 張 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 土 留 め 壁 で は 、 各 Ｐ Ｃ 部 材 の 溝 の 表 面 に 複 数 の 凸 部 又 は 複 数 の 凹 部 を 設 け る
こ と に よ り 、 水 膨 張 性 材 料 と の 接 触 面 積 を 増 加 さ せ 、 溝 の 表 面 に 沿 っ て 中 間 の 接 合 孔 を 通
過 し よ う と す る 地 下 水 を 、 水 膨 張 性 材 料 で 確 実 に 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 土 留 め 壁 で は 、 溝 の 表 面 に 複 数 の 凸 部 又 は 複 数 の 凹 部 を 設 け る 場 合 に も 、 そ
の 接 合 孔 が 実 質 的 に ほ ぼ 円 形 断 面 に な る よ う に 形 成 す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 土 中 に
打 設 し た 後 の Ｐ Ｃ 部 材 の 接 合 孔 か ら の 土 砂 の 除 去 作 業 が 容 易 に 行 い 得 る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も
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の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 土 留 め 壁 １ ０ の 断 面 図 で あ り 、 説 明 の 便 宜 上 、 隣 接 し た 三 本 の Ｐ Ｃ 部 材 １ １ の み
を 図 示 し 、 他 の Ｐ Ｃ 部 材 は 省 略 し た 。 図 １ に お い て 、 本 発 明 の 土 留 め 壁 １ ０ は 、 ほ ぼ 角 形
断 面 の Ｐ Ｃ 部 材 １ １ の 複 数 を 約 １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 間 隔 で 地 中 に 連 設 し 、 隣 接 す る Ｐ Ｃ 部 材 １
１ ど う し を 接 合 す る こ と に よ り 、 地 中 又 は 地 上 の 空 間 ４ １ を 地 盤 ４ ２ か ら 仕 切 る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 か か る 土 留 め 壁 １ ０ を 構 成 す る Ｐ Ｃ 部 材 １ １ の 断 面 図 で あ る 。 Ｐ Ｃ 部 材 １ １ は
材 軸 方 向 に 延 び る 縦 孔 １ ２ が 断 面 の ほ ぼ 中 央 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 柱 状 体 で あ り 、 そ の 表
面 １ ３ （ 空 間 ４ １ に 対 向 す る 側 ） と 裏 面 １ ４ （ 地 盤 ４ ２ に 対 向 す る 側 ） が ほ ぼ 平 坦 に 形 成
さ れ る 一 方 で 、 両 方 の 側 面 １ ５ ， １ ５ に は 少 な く と も 三 本 の 縦 溝 １ ６ ａ ， １ ７ ａ ， １ ８ ａ
が 形 成 さ れ て い る 。 三 本 の 縦 溝 １ ６ ａ ～ １ ８ ａ は Ｐ Ｃ 部 材 １ １ の 全 長 に 形 成 さ れ る も の で
あ り 、 そ の う ち 、 中 間 の 縦 溝 １ ７ ａ は 凹 凸 の 無 い 滑 ら か な 曲 面 で ほ ぼ 半 円 形 断 面 に 形 成 さ
れ 、 中 間 の 縦 溝 １ ７ ａ を 挟 む 両 側 の 縦 溝 １ ６ ａ ， １ ８ ａ は 凹 凸 の 無 い 滑 ら か な 曲 面 で 半 楕
円 形 断 面 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 ３ は 、 図 ２ と は 異 な る Ｐ Ｃ 部 材 ３ １ の 断 面 図 で あ る 。 こ の Ｐ Ｃ 部 材 ３ １ は 、 中
間 の 縦 溝 ３ ７ ａ に 複 数 の 凸 部 ３ ８ が 材 軸 方 向 に 延 び る よ う に 設 け ら れ 、 ほ ぼ 半 円 形 断 面 に
形 成 さ れ た も の で あ る 。 複 数 の Ｐ Ｃ 部 材 ３ １ を 連 設 し 、 縦 溝 ３ ７ ａ ど う し を 対 向 さ せ る こ
と に よ り 接 合 孔 ３ ７ が 形 成 さ れ る 。 図 ３ の Ｐ Ｃ 部 材 ３ １ に お い て 、 縦 溝 ３ ７ ａ に 設 け ら れ
た 複 数 の 凸 部 ３ ８ 以 外 の 構 成 は Ｐ Ｃ 部 材 １ １ と 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 同 じ 符 号 を 付 し
て 更 な る 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ は 図 １ に お け る IV－ IV線 に 沿 っ た 縦 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ の 土 留 め 壁 １ ０ で は 、 隣 接 す る Ｐ Ｃ 部 材 １ １ の 各 縦 溝 １ ６ ａ ～ １ ８ ａ ど う し が 対 向
す る こ と に よ り 各 接 合 孔 １ ６ ～ １ ８ が 形 成 さ れ 、 両 側 の 接 合 孔 １ ６ ， １ ８ の ほ ぼ 全 長 に メ
ッ シ ュ 状 袋 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て セ メ ン ト 組 成 物 （ モ ル タ ル １ ９ ） が 充 填 さ れ る 。 メ ッ シ
ュ 状 袋 は 、 モ ル タ ル １ ９ の 固 形 分 を 通 過 さ せ ず 、 水 は 通 過 可 能 な も の が 使 用 さ れ る 。 こ れ
に よ り 、 モ ル タ ル １ ９ は 接 合 孔 １ ６ ， １ ８ か ら 中 間 の 接 合 孔 １ ７ や 外 部 へ 流 出 せ ず 、 接 合
孔 １ ６ ， １ ８ に 隙 間 無 く 充 填 さ れ て 固 化 し 、 中 間 の 接 合 孔 １ ７ を 閉 塞 状 態 に す る 。 ま た モ
ル タ ル １ ９ に よ り 、 隣 接 す る Ｐ Ｃ 部 材 １ １ ど う し が 接 合 さ れ て 、 せ ん 断 耐 力 が 確 保 さ れ る
。 な お 、 接 合 孔 １ ６ ， １ ８ に は 、 隙 間 無 く 充 填 で き る も の で あ れ ば 、 モ ル タ ル 以 外 の セ メ
ン ト 組 成 物 を 充 填 す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 中 間 の 接 合 孔 １ ７ の 下 端 １ ７ ｂ に は 、 図 ４ に 示 し た よ う に モ ル タ ル ２ ０ が 充 填 さ れ 、 こ
の モ ル タ ル ２ ０ の 上 に 水 膨 張 性 材 料 ２ １ が 充 填 さ れ る 。 モ ル タ ル ２ ０ に よ り 、 接 合 孔 １ ７
の 下 端 開 口 か ら 地 下 水 が 流 入 す る こ と が 防 止 さ れ 、 接 合 孔 １ ７ に は 水 膨 張 性 材 料 ２ １ を 隙
間 無 く 充 填 す る こ と が 可 能 に な る 。 水 膨 張 性 材 料 ２ １ は 、 粉 状 又 は 粒 状 に 形 成 さ れ た 乾 燥
状 態 の ベ ン ト ナ イ ト で あ っ て 、 水 分 を 含 ん だ と き に 膨 潤 す る も の を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 構 成 の 土 留 め 壁 １ ０ で は 、 水 膨 張 性 材 料 ２ １ が 中 間 の 接 合 孔 １ ７ に 充 填 さ れ る の で
、 た と え 、 接 合 孔 １ ６ ， １ ８ に 充 填 さ れ た モ ル タ ル ２ ０ に ひ び 割 れ が 生 じ て も 、 こ こ か ら
浸 入 し た 水 を 水 膨 張 性 材 料 ２ １ が 吸 収 し て 膨 張 し 、 Ｐ Ｃ 部 材 １ １ ど う し の 接 合 面 の 隙 間 を
塞 ぎ 、 水 が 土 留 め 壁 １ ０ の 乾 燥 側 、 す な わ ち 地 中 空 間 又 は 地 上 空 間 ４ １ に 通 過 す る こ と を
防 止 で き る 。 ま た 水 膨 張 性 材 料 ２ １ と し て は 粉 状 又 は 粒 状 に 形 成 さ れ た 乾 燥 状 態 の ベ ン ト
ナ イ ト 等 を 使 用 す る の で 、 Ｐ Ｃ 部 材 １ １ の 接 合 面 に 多 少 の 施 工 誤 差 が 生 じ た と し て も 、 水
膨 張 性 材 料 ２ １ は 接 合 孔 １ ７ に 確 実 に 隙 間 無 く 充 填 す る こ と が で き る 。
　 ま た 土 留 め 壁 １ ０ で は 、 接 合 孔 １ ７ ， ３ ７ が 実 質 的 に ほ ぼ 円 形 断 面 に な る よ う に 形 成 さ
れ る の で 、 土 中 に 打 設 し た 後 の Ｐ Ｃ 部 材 １ １ ， ３ １ の 接 合 孔 １ ７ ， ３ ７ か ら の 土 砂 の 除 去
作 業 を 容 易 に 行 い 得 る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 土 留 め 壁 １ ０ に 、 図 ３ の Ｐ Ｃ 部 材 ３ １ を 用 い た 場 合 に は 、 複 数 の 凸 部 ３ ８ に よ り
接 合 孔 ３ ７ に お け る 水 膨 張 性 材 料 ２ １ と の 接 触 面 積 が 増 加 す る た め 、 溝 ３ ７ ａ の 表 面 に 沿
っ て 中 間 の 接 合 孔 ３ ７ を 通 過 し よ う と す る 地 下 水 を 、 水 膨 張 性 材 料 ２ １ で 確 実 に 吸 収 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 土 留 め 壁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 土 留 め 壁 を 構 成 す る Ｐ Ｃ 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ と は 異 な る Ｐ Ｃ 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る IV－ IV線 に 沿 っ た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 土 留 め 壁 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ０ 　 　 土 留 め 壁
　 １ １ 　 　 Ｐ Ｃ 部 材
　 １ ６ 　 　 接 合 孔
　 １ ６ ａ 　 縦 溝
　 １ ７ 　 　 接 合 孔
　 １ ７ ａ 　 縦 溝
　 １ ８ 　 　 接 合 孔
　 １ ８ ａ 　 縦 溝
　 １ ９ 　 　 モ ル タ ル
　 ２ １ 　 　 水 膨 張 性 材 料
　 ３ １ 　 　 Ｐ Ｃ 部 材
　 ３ ７ 　 　 接 合 孔
　 ３ ７ ａ 　 縦 溝
　 ３ ８ 　 　 凸 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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